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研究報告
保育者・小学校教員養成課程における
連携授業による新聞活用の実践と効果
菊地 達夫１） 高橋さおり１）
１）北翔大学短期大学部こども学科
抄 録
本研究では，保育者・小学校教員養成課程において新聞活用した連携授業を行い，その学習
効果について若干の考察を行うものである。
その結果，新聞活用した連携授業は，一定の学習効果があったと言える。筆者らの目的は，
複数の授業において新聞活用課題を設定し，活用の機会を増加させることを重点とした。その
ため，日本国憲法と保育者論の相互の授業においてグループ活動を行い，それぞれで１回以上
の提出を条件として課した。
新聞活用課題の取り組み以前では，ほとんどの受講者が新聞を読む機会を持っていなかっ
た。そのため，課題を通して，法律や保育に関する情報を収集・思考させ，新聞に触れさせる
効果的なあり方を模索した。また，活用を積み重ねることで，情報源として新聞記事の有効性
に気付き，継続的な活動につながることを期待した。
キーワード：教員養成課程，新聞活用，連携授業，日本国憲法，保育者論
 ．は じ め に
昨今，学校教育における活字離れが叫ばれて久しい。
とりわけ，児童・生徒の読書量や新聞活用の実態調査で
は，厳しい事実が浮き彫りになっている。そのような背
景があり，現行学習指導要領では，学校教育全体での言
語活動の充実を盛り込んだ。言語活動の充実は，国語科
や社会系教科をはじめとする各教科等の学習活動におい
て読書・文章作成や新聞活用に期待が集まっている。ま
た，その学習の場として，学校図書館の有効活用も話題
として挙がっている。加えて，教材は，紙資料のみでは
なく，電子資料を活用する機運も高まっている。
他方，このような動きに合わせ，授業改善や開発を
行っているものの，大きな進展がみられない。その原因
の一つに，教員の読書量の少なさを指摘できる。すなわ
ち，教員の読書量が上昇しなければ，その良さを伝える
ことはもちろん教材活用も難しい。同じようなことは，
教員の新聞購読の少なさについても指摘することができ
る。
以上のような実態を考えた場合，教員養成課程では，
活字資料の活用に対する良さを実感できる授業の試み
が，より重要となってくる。その授業の試みは，継続
的，多面的であることが望ましい。
大学の教員養成課程における新聞活用の取り組みとし
て，以下の先行研究が注目に値する。
柏崎（２００３）は，段階的な新聞活用の授業開発を行っ
た１）。具体的には，初期段階において新聞に親しむ取り
組みを行い，徐々に新聞作成や新聞を活用した指導案を
作成する試みを示した。本成果は，どのように新聞活用
を段階的にすすめるべきかという点で示唆に富む。
他方，小中高における新聞活用の取り組みに比べ，大
学でのそれは少ない。また，授業連携しながら，新聞活
用する取り組みは，ほとんど確認できない。
そこで，本稿では，保育者・小学校教員養成課程にお
ける新聞活用の連携授業を行い，その効果について若干
の考察をする。自ら情報を収集し活用する能力の向上
は，保育者および小学校教員を目指す学生に当然のこと
ながら期待されるものである。しかしながら，まずは，
新聞に対する興味関心の向上が大切と考え，より多くの
新聞記事に触れる機会の課題設定を重視した。
具体的には，筆頭執筆者菊地が担当する「日本国憲
法」の授業と，共同執筆者高橋が担当する「保育者論」
の授業を通じて，共同の学習活動ができる仕組みを考
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え，取り組んだ。
本稿の調査資料は，２０１４年度こども学科１年生が受講
したものである。
以下では，新聞活用した連携授業の内容，方法を述
べ，続いて，その成果を述べた上で，学習効果について
若干の考察を行う。最後に，得られた知見を整理し，今
後の課題を述べる。
．連携授業の取り組み
連携授業の取り組みの目的として，以下の５点を重視
した。
 新聞記事に対する興味関心の向上
（新聞に触れる機会の設定）
 新聞記事の教材活用の意義
（新聞記事を活用した授業の体験）
 新聞記事からの教育保育の情報収集の意義
（新聞記事課題・紹介の積み重ね）
 新聞記事の情報比較の意義
（新聞記事課題を通じての気付き）
 新聞記事の科目間連携の意義
（科目間連携課題の実施による気付き）
次に，各科目における新聞活用の取り組みについて，
以下のような目的を示した。
「日本国憲法」の目的は，成立，基本的性格（人権な
ど），政治機構，改正に関する理解をしながら，保育者
・教員，機関（学校など），こども・保護者（地域住
民）との関係性について学ぶことにある。
「保育者論」の目的は，保育所等の活動やそれを取り
巻く環境に関する理解を通じて，保育者という専門職に
ついて，その意義や役割，仕事内容を学ぶことにある。
両科目において新聞活用課題（自主課題として提出を
義務づける）に取り組むことは，社会の出来事を「保
育」などの視点で捉え，考える機会を保障すると共に，
専門職としての保育者などを目指す学生の意識を高める
ことにつながるものであると予測した。なお，本取り組
みは前学期中に２度実施しており，本稿では主に第１弾
の取り組み内容を中心に報告する。
両科目の課題内容は，以下のとおりである。
●日本国憲法
新聞記事の中から国内の法律に関わる記事を取り
上げ，以下の課題～に取り組みなさい。
（※見出しや内容に「～法」や「～条例」という文
言があることが条件ではありません。）
 要約（記事のコピー添付）
 記事の内容と法律との関わり（なぜ法律と関わ
ると考えたか，根拠を明らかにする）
 グループ（まとめ）の考え（日本国民の立場か
ら述べる）
 記事の内容について知っていること（他の授業
やこれまでの学びで身につけた知識と結びつく
か）
●保育者論
新聞記事の中から国内の保育に関わる記事を取り上
げ，以下の課題～に取り組みなさい。
（※見出しや内容に「保育」や「子ども」という文
図１ 新聞活用の実施の枠組み
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言があることが条件ではありません。）
 要約（記事のコピー添付）
 記事の内容と保育との関わり（なぜ保育と関わ
ると考えたか，根拠を明らかにする）
 グループ（まとめ）の考え（保育者の立場から
述べる）
 記事の内容について知っていること（他の授業
やこれまでの学びで身につけた知識と結びつく
か）
表１ 日本国憲法の新聞活用の取り組み（２０１４年度）
単独新聞活用 授業テーマ 記事タイトル
５月２６日実施 平和主義 集団的自衛権
６月１６日実施 裁判所 袴田事件／冤罪
６月３０日実施 地方自治 待機児童問題
連携新聞活用 課題内容
～５月末〆切 自主的グループ活動（１紙利用）
～７月中旬〆切 自主的グループ活動
（２紙以上の比較）
注）単独新聞活用は，いずれも北海道新聞記事
図２ 公開授業の指導案（単独の新聞活用の例）
続いて，新聞活用の取り組みは，以下のような条件で
実施した。
 ２～６名以内のグループで取り組み，「日本国憲
法」１回以上，「保育者論」で１回以上，それぞれ
の指定課題を行い，それぞれの科目担当者に提出す
ること。ただし，作業グループのメンバーは，両科
目とも同じであること。また，両学科の混合メン
バーの編成はできません（日本国憲法）。なお，こ
ども学科生で，単独科目履修の場合，例外的に単独
実施できるものとする。
 １回の提出で，１つの記事内容とすること。
 記事内容は，４月以前の過去の内容でもよい。
 新聞の種類は，道新，朝日，読売，毎日，日経，
産経の６紙（各社のインターネットニュースを含
む）から選択すること。
 提出期限は，５月末（日本国憲法＝５月２６日・保育
者論＝２９日）のそれぞれの授業終了時までとします
（提出は，各授業の終了時に提出すること）。
日本国憲法の場合，上記以外の新聞活用として，単発
の授業での実践注１）と自主的学習活動に分けて行い，継続
性も重視した。
	．連携授業の成果
本章では，日本国憲法と保育者論の新聞活用の学習成
果（第１弾）について確認する。以下は，第１弾の課題
提出後の全体講評と，評価の高い内容として示したもの
である。とりわけ，第２弾の課題の取り組みに向け，ど
のような点を作成する上で，留意すべきか，気付かせる
ねらいがあった。
●日本国憲法
【講評】
概ね適切に課題内容を実施していたものと判断致しま
す。とくに，グループの考えとして，どのような理由か
ら，その結論になったのか，記載していたものは，評価
できます。課題内容の傾向として，約７０％が，平和主義
（第９条）に関するものでした。その他では，国民主権
や基本的人権を中心に第２１・２３・２５・３０・８４・９４・９６条
などとの関連がありました。
より高度な内容にするためには，多面的な視点や関係
性を重視する視点が増すとよかったです。また，まとめ
る過程の議論の様子がみえると，学習活動の質も判断で
きます。例えば，少数意見の表明をしたり，他人の意見
を聞くことで，考えが変わったりするようなことを紹介
してもよかったでしょう。
注意点としては，提出する際，提出条件を改めて確認
しましょう。今回，一部の提出課題に，条件不備があり
ました。せっかくの優れた内容も，台無しです。
他方，一部のグループでは，２回（２度）の提出があ
りました。次回は，それ以上の提出を期待します。以下
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では，今後の参考となる提出課題として例示致します。
「事例１の評価点」関係性の重視
この提出課題では，グループの考えを示し，その理由
を憲法との条文の関係から，明らかにした点が評価でき
ます。憲法をはじめとする法律は，多様な社会的行動を
規定しています。そのため，自分たちの考えを客観的な
視点で主張した点は，優れていると言えます。本課題
が，日本国憲法の内容として，提出されたことも，授業
内容をふまえたものと捉えることができます。
「事例２の評価点」多面的な視点
この提出課題では，既習事項の関係を明確にした点を
評価できます。また，法律との関係性を複数示している
点も評価できます。日本国憲法の内容は，高校公民科や
中学校社会科公民的分野に加え，課題前までの授業内容
も含むものです。そのつながりを，具体化した点は，保
育活動や教科内容を学習する場面でも役立ちます。
●保育者論
【講評】
「保育者論」の授業では，保育者という専門職の意義
や役割について考えています。そこで今回の新聞活用課
題の取り組みでは，“社会の出来事を保育者の視点から
捉える力を養う”ことをねらいとしました。提出された
レポートの全体的な評価としては「保育にかかわる記事
を探そう」「保育の立場から考えよう」とする跡（思
い）がみられ，自分達で選んだ記事に対して「なぜ保育
とかかわると判断したか」を説明することができていた
ように思います。しかし，記事に対する各グループの考
えが「保育者からの視点で述べられていたかどうか」と
いう点に課題が残りました。詳細については，授業で復
習したとおりです。以上の課題を踏まえ，第２弾の活動
に取り組んでほしいと思います。
今回提出されたレポートの中から紹介したいものを３
点挙げ，一言コメントします。
「事例１の評価点」
福島第１原発事故に伴う避難指示によって３年ぶりに
再開したこども園の記事です。当該地域の子どもたちへ
の思いをはせた考えが述べられています。「私たちであ
れば…」とすることで，保育者からの視点がしっかりと
記述されている点が評価できます。
「事例２の評価点」
自然環境や動物の生命などについて考える円山動物園
のイベントを紹介した記事です。イベント紹介の短い記
事ではありますが，ここに子どもが参加することの意義
や，参加を促す場合の方策を，保育者の立場から丁寧に
考え，記述されている点が評価されます。
図３ 日本国憲法の事例１（新聞記事）
図４ 日本国憲法の事例１の提出内容
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「事例３の評価点」
今年３月，横浜で起きたベビーシッター事件を追った
記事です。保育者と保護者との関係のみならず，イン
ターネットと保育という点にまで目を向け「現代社会に
おける保育」という視点に及んで考えようとしている点
が評価されます。

．連携授業の効果
本章では，事後に実施したアンケート調査を手がかり
に，連携授業の効果を明らかにする。まず，受講者が，
現時点で，どのような就職先を希望しているか，確認し
た。その結果，保育所（園）の保育士４０名，幼稚園教諭
２６名，認定こども園職員９名，児童福祉施設の保育士６
名，小学校教諭４名，その他３名であった。ゆえに，受
講者の９割以上が，保育者を目指していることがわか
る。
次に，連携授業の効果について尋ねた。その結果，６割
の受講者が，効果的と回答した。また，具体的な理由に
ついても確認した。
「効果的である」と回答した受講者の場合，以下のよ
うな意見が示された。
・コラボするとどちらの教材にも関心が沸く。
・保育者になる上で必要なことだと思うから。
・コラボしているところで「保育」のことを知れるきっ
かけになったから。
・社会人となる上で自分の職だけでなく社会全体のこと
を知るのは大事だと思う。
・憲法を踏まえて保育者論でどのようなことを大切にし
なければならないのか勉強することができた。
他方，「効果的でない」と回答した受講者の場合，以
下のような意見が示された。
・コラボする意味・理由がわからない。
・憲法では保育とあまり関係ない記事を扱ったのでコラ
ボの意味がなくなってしまった。
・複数の授業で課題を同時に取り組むと記事の内容が雑
になる可能性があるから。
・共通している部分がわからない。
以上から，連携授業は，一定の効果があったものの，
課題も浮き彫りとなった。効果として，連携することで
の保育と社会（法律）のつながりを確認できた点，連携
することで視野（社会情報）が広がった点を評価してい
る。
図５ 保育者論の事例１（新聞記事）
図６ 保育者論の事例１の提出内容
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一方，課題として，連携する意図が不明確であった
点，連携したことによるわかりにくさが生じた点を挙げ
ている。
．お わ り に
本稿は，保育者・小学校教員養成課程において新聞活
用した連携授業を行い，その学習効果について若干の考
察を行うものであった。
その結果，新聞活用した連携授業は，一定学習効果が
あったと言える。筆者らの目的は，複数の授業において
新聞活用課題を設定し，活用の機会を増加させることを
重点とした。そのため，両授業において相互にグループ
活動を行い，それぞれで１回以上の提出を条件として課
した。
新聞活用課題の取り組み以前では，ほとんどの受講者
が新聞を読む機会を持っていなかった。そのため，課題
を通して，法律や保育に関する情報を収集・思考させな
がら，新聞に触れさせる効果的なあり方を模索した。活
用を積み重ねることで，情報源として新聞記事の有効性
に気付き，継続的な活動につながることも期待した。
これまでの NIE活動は，その活動を終えると，継続
性を有さない点に大きな課題があった。今回も，事後に
何人かの受講者に確認した限りでは，有効性を示しなが
ら，継続的に新聞を読んでいなかった。その理由は，購
読料の負担，他媒体の利用など，いくつか考えられる。
よって，強制的な新聞活用が，その後の継続的な学習活
動に結びつくとは限らない。新聞活用を積み重ねる中
で，情報源としての有効性や価値に段階的に気付かせる
必要性がある。今回の授業実践では，この点の課題がよ
り浮き彫りになった。引き続き，継続的な研究活動をす
すめる中で，より効果的な修正・改善に結びつけたい。
付記
本稿は，２０１４年度「北海道 NIE推進協議会認定・NIE
実践指定校／北翔大学短期大学部 代表者：菊地達夫」
の取り組みの一部として実施したものである。
注
注１）授業の様子は「ほっかいどう NIE通信第７１号」（２０１４
年８月２５日）掲載。
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